
≪時間割作成の手順≫　～シラバスを検索・確認しながら記入しましょう～

【前期】

1

2

3

4

5

法学部（学籍番号末尾が奇数の学生用）　
　時間割見本　　～時間割作成の参考にしてみよう～

★＜時間割を作成するときの注意点＞
　
　履修要項P.228「法学部履修登録科目の単位制限に関する内規」に記載のとおり、1 年次は登録単位制限36
単位（法学部専門教育科目・基礎共通科目）に、College English（4 単位）、基礎第2外国語（4 単位）、スポー
ツ健康マネジメント演習（2 単位）が加わり、合計46 単位（1年間）まで履修が可能です。

◆表の見方について
下表には、事前登録される科目（ピンク色の曜日時限）と、1年次必修科目の「基礎演習」、1年次に履修を推奨する
法学部の入門4科目（「公法入門」、「民事法入門」、「刑事法入門」、「政治学入門」）を（オレンジ色の曜日時限）で記
載しています。これらに以下の法学部専門科目（青色の曜日時限）や基礎共通科目など、他の科目を加えて時間割
を作成してください。
◆法学部専門科目の例：「法社会学Ⅰ」、「西洋法史Ⅰ」、「西洋政治史Ⅰ」、「日本政治史Ⅰ」（青色の曜日時限）か
ら、希望する進路や自身の興味関心のある科目を単位制限内に収めて登録してください。
◆基礎共通科目の中の導入共通科目（「IT基礎」、「共通基礎演習」、「甲南大学と平生釟三郎」、「AIデータサイエン
ス入門」は前期から登録可能です。その他の基礎共通科目は後期から登録可能です。
※導入共通科目については、複数の曜日時限で開講されているので、この時間割見本には記載していません。
※修得すべき単位数については、履修要項P.37～を参照してください。
◆補講（薄緑色の曜日時限）は、休講等による授業時間の不足を補うために補講を実施することがあります。

以下の順序で時間割のコマを埋めていきましょう
　① 基礎外国語（College English/基礎第2外国語）・スポーツ健康マネ
ジメント演習
　② 専門教育科目の必修科目
　③ 空いているコマに基礎共通（導入共通科目を含む）や専門教育科目の選
択必修科目など

基礎第二外国語
（事前登録）

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

西洋法史Ⅰ

基礎第二外国語
（事前登録）

College 
English

（事前登録）

民事法入門
（1クラス）

法社会学Ⅰ（補講）

公法入門
（1クラス）

刑事法入門
（1クラス）

基礎演習

政治学入門
（Ａクラス）

スポーツ健康マネ
ジメント演習Ⅰ

（事前登録）

スポーツ健康マネ
ジメント演習Ⅰ

（事前登録）

College 
English

（事前登録）
日本政治史Ⅰ 西洋政治史Ⅰ

≪作成のポイント≫

✦前期と後期のコマ数のバランスや履修計画の見通しを立てるため、

前期の時点で後期の方も時間割を作成してみること！
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≪時間割作成の手順≫　～シラバスを検索・確認しながら記入しましょう～

【後期】

1

2

3

4

5

月曜日 金曜日

法学部（学籍番号末尾が奇数の学生用）　
　時間割見本　　～時間割作成の参考にしてみよう～

以下の順序で時間割のコマを埋めていきましょう
　① 基礎外国語（College English/基礎第2外国語）・スポーツ健康マネ
ジメント演習
　② 専門教育科目の必修科目
　③ 空いているコマに基礎共通（導入共通科目を含む）や専門教育科目の選
択必修科目など

★＜時間割を作成するときの注意点＞
　
　履修要項P.228「法学部履修登録科目の単位制限に関する内規」に記載のとおり、1 年次は登録単位制限36
単位（法学部専門教育科目・基礎共通科目）に、College English（4 単位）、基礎第2外国語（4 単位）、スポー
ツ健康マネジメント演習（2 単位）が加わり、合計46 単位（1年間）まで履修が可能です。

◆表の見方について
下表には、事前登録される科目（ピンク色の曜日時限）と、1年次必修科目の「基礎演習」、1年次に履修を推奨する
法学部の入門4科目（「公法入門」、「民事法入門」、「刑事法入門」、「政治学入門」）を（オレンジ色の曜日時限）で記
載しています。これらに以下の法学部専門科目（青色の曜日時限）や基礎共通科目など、他の科目を加えて時間割
を作成してください。
◆法学部専門科目の例：「法社会学Ⅱ」、「西洋法史Ⅱ」、「西洋政治史Ⅱ」、「日本政治史Ⅱ」、「民法総則Ⅰ」、「不法
行為法」、「憲法Ⅰ」、「刑法総論Ⅰ」、「刑事政策」（青色の曜日時限）から、希望する進路や自身の興味関心のある科
目を単位制限内に収めて登録してください。
◆基礎共通科目の中の導入共通科目（「IT基礎」、「共通基礎演習」、「甲南大学と平生釟三郎」、「AIデータサイエン
ス入門」は前期から登録可能です。その他の基礎共通科目は後期から登録可能です。
※導入共通科目については、複数の曜日時限で開講されているので、この時間割見本には記載していません。
※修得すべき単位数については、履修要項P.37～を参照してください。
◆補講（薄緑色の曜日時限）は、休講等による授業時間の不足を補うために補講を実施することがあります。

火曜日 水曜日 木曜日

刑法総論Ⅰ
（1クラス）

基礎第二外国語
（事前登録）

スポーツ健康マネ
ジメント演習Ⅱ

（事前登録）

スポーツ健康マネ
ジメント演習Ⅱ

（事前登録）

College 
English

（事前登録）

College 
English

（事前登録）
西洋法史Ⅱ

西洋政治史Ⅱ

日本政治史Ⅱ

刑事政策
（1クラス）

民法総則Ⅰ
（Ａクラス）

憲法Ⅰ
（Ａクラス）

（補講）

不法行為法
（1クラス）

基礎第二外国語
（事前登録）

法社会学Ⅱ

≪作成のポイント≫

✦前期と後期のコマ数のバランスや履修計画の見通しを立てるため、

前期の時点で後期の方も時間割を作成してみること！
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≪時間割作成の手順≫　～シラバスを検索・確認しながら記入しましょう～

【前期】

1

2

3

4

5

基礎第二外国語
（事前登録）

政治学入門
（Bクラス）

法学部（学籍番号末尾が偶数の学生用）　
　時間割見本　　～時間割作成の参考にしてみよう～

以下の順序で時間割のコマを埋めていきましょう
　① 基礎外国語（College English/基礎第2外国語）・スポーツ健康マネ
ジメント演習
　② 専門教育科目の必修科目
　③ 空いているコマに基礎共通（導入共通科目を含む）や専門教育科目の選
択必修科目など

★＜時間割を作成するときの注意点＞
　
　履修要項P.228「法学部履修登録科目の単位制限に関する内規」に記載のとおり、1 年次は登録単位制限36
単位（法学部専門教育科目・基礎共通科目）に、College English（4 単位）、基礎第2外国語（4 単位）、スポー
ツ健康マネジメント演習（2 単位）が加わり、合計46 単位（1年間）まで履修が可能です。

◆表の見方について
下表には、事前登録される科目（ピンク色の曜日時限）と、1年次必修科目の「基礎演習」、1年次に履修を推奨する
法学部の入門4科目（「公法入門」、「民事法入門」、「刑事法入門」、「政治学入門」）を（オレンジ色の曜日時限）で記
載しています。これらに以下の法学部専門科目（青色の曜日時限）や基礎共通科目など、他の科目を加えて時間割
を作成してください。
◆法学部専門科目の例：「法社会学Ⅰ」、「西洋法史Ⅰ」、「西洋政治史Ⅰ」、「日本政治史Ⅰ」（青色の曜日時限）か
ら、希望する進路や自身の興味関心のある科目を単位制限内に収めて登録してください。
◆基礎共通科目の中の導入共通科目（「IT基礎」、「共通基礎演習」、「甲南大学と平生釟三郎」、「AIデータサイエン
ス入門」は前期から登録可能です。その他の基礎共通科目は後期から登録可能です。
※導入共通科目については、複数の曜日時限で開講されているので、この時間割見本には記載していません。
※修得すべき単位数については、履修要項P.37～を参照してください。
◆補講は、休講等による授業時間の不足を補うために補講を実施することがあります。

日本政治史Ⅰ 西洋政治史Ⅰ

公法入門
（2クラス）

基礎第二外国語
（事前登録）

刑事法入門
（2クラス）

法社会学Ⅰ（補講）

基礎演習

民事法入門
（2クラス）

スポーツ健康マネ
ジメント演習Ⅰ

（事前登録）

スポーツ健康マネ
ジメント演習Ⅰ

（事前登録）

College 
English

（事前登録）

College 
English

（事前登録）
西洋法史Ⅰ

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

≪作成のポイント≫

✦前期と後期のコマ数のバランスや履修計画の見通しを立てるため、

前期の時点で後期の方も時間割を作成してみること！
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≪時間割作成の手順≫　～シラバスを検索・確認しながら記入しましょう～

【後期】

1

2

3

4

5

スポーツ健康マネ
ジメント演習Ⅱ

（事前登録）

月曜日 火曜日 水曜日

（補講）

不法行為法
（2クラス）

憲法Ⅰ
（Bクラス）

基礎第二外国語
（事前登録）

西洋法史Ⅱ

法学部（学籍番号末尾が偶数の学生用）　
　時間割見本　　～時間割作成の参考にしてみよう～

以下の順序で時間割のコマを埋めていきましょう
　① 基礎外国語（College English/基礎第2外国語）・スポーツ健康マネ
ジメント演習
　② 専門教育科目の必修科目
　③ 空いているコマに基礎共通（導入共通科目を含む）や専門教育科目の選
択必修科目など

★＜時間割を作成するときの注意点＞
　
　履修要項P.228「法学部履修登録科目の単位制限に関する内規」に記載のとおり、1 年次は登録単位制限36
単位（法学部専門教育科目・基礎共通科目）に、College English（4 単位）、基礎第2外国語（4 単位）、スポー
ツ健康マネジメント演習（2 単位）が加わり、合計46 単位（1年間）まで履修が可能です。

◆表の見方について
下表には、事前登録される科目（ピンク色の曜日時限）と、1年次必修科目の「基礎演習」、1年次に履修を推奨する
法学部の入門4科目（「公法入門」、「民事法入門」、「刑事法入門」、「政治学入門」）を（オレンジ色の曜日時限）で記
載しています。これらに以下の法学部専門科目（青色の曜日時限）や基礎共通科目など、他の科目を加えて時間割
を作成してください。
◆法学部専門科目の例：「法社会学Ⅱ」、「西洋法史Ⅱ」、「西洋政治史Ⅱ」、「日本政治史Ⅱ」、「民法総則Ⅰ」、「不法
行為法」、「憲法Ⅰ」、「刑法総論Ⅰ」、「刑事政策」（青色の曜日時限）から、希望する進路や自身の興味関心のある科
目を単位制限内に収めて登録してください。
◆基礎共通科目の中の導入共通科目（「IT基礎」、「共通基礎演習」、「甲南大学と平生釟三郎」、「AIデータサイエン
ス入門」は前期から登録可能です。その他の基礎共通科目は後期から登録可能です。
※導入共通科目については、複数の曜日時限で開講されているので、この時間割見本には記載していません。
※修得すべき単位数については、履修要項P.37～を参照してください。
◆補講（薄緑色の曜日時限）は、休講等による授業時間の不足を補うために補講を実施することがあります。

木曜日 金曜日

刑法総論Ⅰ
（2クラス）

スポーツ健康マネ
ジメント演習Ⅱ

（事前登録）

基礎第二外国語
（事前登録）

民法総則Ⅰ
（Bクラス）

College 
English

（事前登録）

刑事政策
（2クラス）

日本政治史Ⅱ

法社会学Ⅱ

西洋政治史Ⅱ

College 
English

（事前登録）

≪作成のポイント≫

✦前期と後期のコマ数のバランスや履修計画の見通しを立てるため、

前期の時点で後期の方も時間割を作成してみること！
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